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要旨

本研究では、本学の母性看護学実習における学生の看護技術経験状況を明らかにし、学内油習項目が母性看護学実習

の効果的な内容を検討する資料とするとご巧である 分析に用いたのは、本学の「窄茶間における肴護技術到芯チェソ

クリスト (り「 BG 唄目）をもとに作成した］リ:'J''j: 看設字実習技術経験アンケート」 I、:=il 項I!J である。

小学3年次;; 几8fi名に対し、妊娠期は、「f'臼底艮．股囲の測定」「レオホルト触診法」か学生の半数以上兄庁~およひ

実施していだ分娩期では、ほとんどが見学であるか、「産痛緩和」は、 11 竹か丈施していだ。産褥期では、「ハイタル

サイン測定」「全身状態の観察J 「子宮役古の観寮J 「孔房の観察J は、ほほ仝日の学/-Jc_ が実施していた。新生児Jl)J では、

「生坪的変化の観察J 「感染予防J 「おむつ父換「拉孔中の観察J 「衣服の着脱」か学11. (/)半放以上実施できていた

妊娠• 分娩・産褥期および祈生児期の看護実習において、見学および実施した看護技術は、学内演宵で実施している

油習内容と一致していることかわかった。これらは、屈休の生理的変化や妊婦・胎児の身体的健康状態のアセスメント・

分娩期の看護の実際・指導場面の見学を通して、産褥期における日常に関することや生活育児技術に関わる援助を学べ

ており、新生児期の観寮技術や育児指導技術についても同様であった。

今後の課題として、妊似期のマイナートラブルや日常生活のアセスメントの学習と学内の妊娠期に必要な看護技術経

験が一致できるように学囲文援をすることや分娩の立会いが少ない中で分娩期の看護について学内での学習をどう補う

のかが示唆された

はじめに

本学の月竹石設学実習のねらいは、奸・圧・褥婦と紅i

生児期の特徴を理解し、看設過程を通して対象に必要な

看護を実践し、母性看護の役割を理解することができる

とし、討骨看設学実習を 3 年次通年の 2 逍廿ij uo 日間）

展開している 予牛は 2年次前期から後期にある I肘11:..r;
護学の講義や涼刊て多くの事を学び、サこi附1'111ij オリエン

テーションなとて知識• 技術の確認にJI.¥ 間をかけて準備

し実習へ臨んでいる c しかし、文習を担当した教員から、

学生が対象者のプライハシーをi 視することで知識や技

術の活用がうまくできない現状を間き、実習で体験して

いくことと学内演習内容が＾致しているか疑問であると

苫えた。

受付日 2014 年12 月EiB 受即 2015 年 1 月21 I―I 

学生の現状は、牛訊休験の少なさや実習以外の場て奸

産婦や子どもにふれあう拭公が少ない。 1) そのために

母付看設学の学習効米をねらうことが非常に難しい状況

にあると考える。妊産褥婦や新牛児をより良い状態に維

持するため、対象の状態や状況に応じた援助を副訓• 実

施できるよう看設過杵の習得ができるよう学習計訓をし

てきた。しかしなから、学晋を巡めるにあたり講義や油

習内容での年習が活｝廿てきていない現状が見えてきた

以上から、本学の栂性看護学実習における技術経験の

現状と学内での学習内容との相迎を知り、母性看護学実

習における看護技術の現状と今後の諜題を明らかにした

いと者えた。

I 母性看護学概要

母性看護学丈胄 0) 実習辰I間は、主に正常な母子］組を
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受け持ち石護展開している。実習対象施設は、 5 ヶ所あ

り、年間平均約600 件の分娩件数がある総合病院である。

通年で 4 月-10 月までの実習期間で 2 週間毎に展開して

いる。また、月曜から木H柑日が実習施設、金曜日は、学

内でカンファレンスを実施しており、ひとグループを 4

名から 6 名とし、全16 グループで展開している。

ll 研究目的

本学の母性看設学実習において学生の看護技術経験状

況を明らかにし、学内演習項日の学習内容との相違と今

後の課題を明らかにする資料とする。

m 研究方法

1. 研究対象

平成26 年度母性看護学実習を終［した 3 年次の学生85

名

2. 調在期間

平成26 年 4 月21 日～平成26 年10 月31 日

3. 調介内容

本校が作成した卒業時における石護技術到達チェック

リスト（計136 項 I=!) をもとに鳳性石護学実習で経験し

た技術に閃する（社51 項目）について調壺した。（月性

看護学実習技術経験アンケート表）

4. 分析

既性看護学実習終了後、実習中の技術休験に関する調

布内容に学生が自己記入し提出されたものを収集 (85

名中84 名が回答、同答率98.8%) 後、 Microsoft Excel 

2013 にて単純集計しデータ化した。

5. 倫理的配慮

調査時期は、母性看護学実習終「後と全領域実習終了

後に調在した。調企の際、看護学牛に調作の趣旨を説明

し調査用紙を配布した。調査用紙は無記名で、個人が特

定されないようにすること、責任をもって廃棄すること

を口頭で説明し、同紅の得られた学生に実施した。

表 1 母性看護学実習技術経験アンケート

実習中に見学又は実施した看護技術について伺います。該当するところの（ ）内にO 印をつけてください。

尚、実施は単独実施と教員及び指導者と共に実施の両方を含みます。

見学＂実施の両方をつけても構いません。その他の欄ぱ、項目以外に経験したことがあればご記入ください。

技術項目 見学 実施 技術項目 見学 実施

子宮底長・腹囲の測定 出産（直）後の状態観察

胎児の発育状態の確認
外陰部消毒

（超音波検査含む）

妊 レオポルド触診法 悪露の観察

［ •.• 
分娩監視装置による

子宮の復古の観察
健康状態の観察

心理的・社会的側面に関する支援 創傷の治癒追程

バイタルサインの測定 バイタルサイン測定

胎児心音の聴取 乳房の観察

日常生活指導

＇ 
母乳分泌促進（乳房管理）--- -- -- ,_ -

母親学級 搾乳技術の指導・支援

分娩監視装置による陣痛・
全身状態の観察

治児心音の観察

分娩第 1期進行状態の観察
産褥指導•その他の指導

（個別指導含む）

産痛緩和 沐浴指導

部分清拭 活動休息の援助

盆期 基本的欲求の充足 産褥期の不快症状の緩和

分娩第 2 期の援助 感染予防

胎盤計測 地域サービスの活用

満足のいく分娩への支援
ルービンの母親役割行動の適応

過程に沿った援助

出生直後の観察
生理的変化の観察

（体重減少、黄疸、睛、排泄、活気）

アプガースコア判定
家族関係再構築に関する

援助・指導

身体計測 感染予防（手洗い、睛処置含む）

早期母児接触 『 哺乳意欲に合わせた授乳の援助

NICU への面会付き添い
闘 おむつ交換

K2 シロップ内服 授乳中の観察

ビン哺乳中の観察
そ

沐浴
腐

清拭（ドライテクニック）

衣服の着脱

母児同室のオリエンテーション
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m 結果

l. 妊娠期（外米合む）の看渡技術経験状況（図 I)

妊娠期（外来含む）の石護技術、 9 項目の中で学生の

半数以上が見学できた技術（図 1) は、「胎児の発育状

態の確認（超音波検査含む）」 49 名、次に「子宮底長・

腹囲の測定」 47 名、「胎児心音の聴収」 44 名、「レオポル

ド触診法」 43 名であ→た。また、経験人数が少ない技術

は、「心則的。杜食的側面に関する支援 I 28 名、「ハイタ

ルサイン測定」 29 名であった。

また、学牛0) l故以上が実施した技約は、―子宮底長。

腹凹の測定_i iレオポルド触診法」が共に59 名、次に「ハ

イタルサイン測定! 37 名、「胎児心音の聴取」 3, 名てあっ

た：また、経験人数が少ない技術は、 I母義学級」 5 名、

次に「分娩監視装置による健康状態の観察」 6 名、「日

常生活指導」 14 名であった。

2. 分娩期の看護技術経験状況 (J'X[ 2) 

分娩期の看護技術、 12 項目の中で学生の半数以上が見

学できた技術（閃？）は、「アプガースコア判定」 51 名、

次に「身伸計測J 15 名、「早期母児接触_ 42 名てあった

また経験人放か少ない技1fr は、「部分泊拭J 4 名、次い

で「悲本的欲水 0) 允足」 5名であった。そして、［分娩

第 2 期の援助」 30 名、「分娩第 1 期進行状態の観察」 18

名であった0

また、学生の半数以上が実加した技術は、「産痛緩和」

11 名、次に「分娩第 2 期の援助」 6 名「出生肘後の観察」

6 名であった。また、経験人数が少ない技術は、「早期

母児接触」「満足のいく分娩への支援」「部分清拭 0) :J 

項目がいずれも 2 名てあった 3

次に「胎船山町「アプガースコア判定」は、いすれ

も3 名であ')た〕 1分娩第 1 閲l進行状態の観察」「悲本的

欲求の充足J r身什(,fi 測J は、 4 名であった。

妊娠期
N=84 

り 20 40 co 8(1 

子官底長・腹囲の測定

レオポルド触診法

バイタルサインの測定

胎児心音の聴取

59 

59 

49 

心理的・

日常生活指導 -躙二声5 l4 I 37 

, ;f研監祖装店，こ l— 7 .• 譴 tl I 31 

3 。)笙術期の看護技術経験状況（図 3)

茫褥期の看護技術、 16 項H の中で学生の平数以上が見

学てきた技術（図 3) は、「産褥指導・その他の指導」 60 名、

次に「沐浴指導」 59 名、「子宮復古」 55 名であった。また、

経験人数が少ない技術は、「地域サービスの活川」 9名、

次に「感染予防J 27 名、「外除部消毒J 21 名であった， 9

そして、 9忠露の観察~:37竹、「活動休息の援助J 35 名、

「創傷の治癒過利 33名、 9峠褥期の不快症状の骸和~29

名であったc

学生の半数以［か定加できた技術は、「バイタルサイ

ン測定」 83名、次に「~':身状態の観察」 78 名、！［宮復

古の観察J76 名であった。また、経験人数が少ない技術は、

「外陰部梢＃」 0 名、次に「地域サービスの活用」 1 名、

「沐浴指導」 7名であった。そして、「創傷の治癒過程」「産

栂期の不快症状の緩和」は、いずれも 22 名、 9悪鉗の観察」

26 名、「活動休息の援助」 36 名であった。

12 

□見学璽実施

図 1

4. 新生児期の石護技術経験状況（図 4)

新生児期の石設技術、 12 項目の中で学生の半数以 I: か

見学できた技術・（図 4) は、「沐浴」 60 名、「おむつ父換」

56 名、「衣服の着脱」 52 名、「授乳中の観察J51名であ•)た

分娩期
N=84 

人数

（） 10 20 30 ,111 苔（） GO 

迄盾情姜和 霞；ぬ澪如亭疇 II' 16 

5; ゴ::,; 『2柑Iび）I晏JリJ)?7', 唸 ) ) ' 30 

出生直役い糾．笙• 翠., J II 

分娩監悦望：四 1・)・ CE 竺竺二 ，9 29 

分娩免!JD ヒi1:IJ , 屯芦 と 18 

身体計測 r 45i ］ 

甚本的欲求の充足 i,-_ ,  45 

胎盤計測 23 

アプガースコア判定 ; 51 

満足のいく分娩へ• 24 

部分清拭云コ24

早期母児接触 42 

D 見学因実I砲

産褥期
N=84 人数

0 10 211 30 10 50 60 70 Rll illl 

バイタルサイン，則定 ，凸心予～な 9 喝叫嘉芥繁”が、, - -- ,,, , • 1g. _ ---, --- - s:3 
全身状磨0) 位『 三こな 、・、-- -- ___ .,_, ____ --_,'48 --- -------------- - - -心ふ 訊

子宮復古）蜆察□ 芯 泣------ •,ii5 ,,. 7G 
乳）万の観察 汝 -バ-- -'':,1 ""~ ー 70

'""竺_,、芦冥心 999 屯
三亭恥、；：三ー 砂 '5~ 

出裔（直）後の払は、如后ミ - ---一-- 28 - ' 46 

悪露の観察 """' ' ''""り 111111111 乙b I 37 
創傷の治癒経過 II 」,,, 山' - ,,,,,,,,:,,, 22 '33 

Jl 褥期の不快症状の緩和 ' ,,,,,:, ,,,11'"''''!'' 22 2D 
,_ ,,,,,,-,,,:,,11,11,,,, __ J7 - I (iO 

感染予防 ~11,21
搾凡技附の指導・支援:-皿皿 12: I 打11

沐浴指尊'.- :, _ I 59 

地域妍 Iフ｀スの活用デ,=; 9 
外陰部消毒 u : :, 21 

口見学に実施

図 2 図 3
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また、経験人数が少ない技術は、「家族関係再構築に関

する援助・指導J 17 名、次に「ルービンの母視役割行励

の適応」 18 名であった。そして、「授乳巾の観察」 51 名、

「哺乳砿欲に合わせた授乳の援助」 49 名、「生J町的変化の

観察」 46 名であった。

また、学牛の半数以上が実施した技術は、「牛則的変

化の観察」 74 名、次に「感染予防」 61 名、「おむつ交換」

55 名であった。また、経験人数が少ない技術は、「母児

屈室のオリエンテーション」 8 名、次に「家族関係再構

築に関する援助・指導J 9 名、「ルービンの母説役割行

動の適応過程に沿った援助J12 名の順であった。そして、

「授乳中の観察」 55 名、「衣服の着脱」 51 名、「沐浴」 29 名、

「哺乳、意欲に合わせた授乳の援助」 18 名、「清拭（ドライ

テクニック）」 17 名であった。

その他で見学できた技術（図 5) は、「ビタミンK2 シ

ロップ」 39 名、「NICU への面会の付き添い」 2 名、「ほ

乳外来」 1 名であった。そして、実施では、「ビタミン

K2 シロップ」 3 名、「NICU への面会の付き添い」 10 名

であった。

祈生児期 N~S4 人数

0 10 20 30 40 50 60 70 80 

H 
感災予防（手沈い、胴処置含む）

おむつ交換 ― ―四

授乳中の観察

衣IJ 記の判悦

沐 浴 三 - - - - - :

哺乳意欲に合わせた授乳の援助 lb 

消拭（ドライテクニ y ク） 硲 , 1'1'26 

ビン哺乳中の観察 ---箋 lb 23 

- 1 し2 18 一_ 8 I 17 

鳳児同室のオリエンテーション醗麟" b I 23 

口見学 li1i 実施

図 4

その他

I~ 月 - 61 

＝甜

~ I 60 
49 

N~84 人数

0 10 20 30 40 50 

N T C U への面会付き活い

K2 シロップ!Al 服璽万

鳳乳外来 J 1 

゜

10 

□見学鵬実施

図 5

I 39 

78 

W 考察

l. 実習中の看設技術経験と学習内容

学生の平数以tが経験した屑性看護学技術は、妊娠期

では、「子宮底長・腹圃の測定」「レオポルド触診法」の

2 項日、分娩期では、「廂痛緩和」の 1 項日、産栂期では、

「バイタルサイン測定」「全身状態の観察J 「子宮復古の

観察」「乳房の観察J の 4 坦日、新牛児期では「牛岬的

変化の観察」「感染f 防」「おむつ交換」「授乳中の観察J
「衣服の着脱J の 5坦目の計12 坦目であった。

また、見学の技術経験の項目は、妊伽期では、 9胎児

の発育状態の観察」「子宮底長・腹囲の測定」「胎児心音

の聴取J 「レオポルド触診法」の 4 項H、分娩期では、「ア

プガースコア」「身休計測J 「州期栂児接触J 「出生泊後

の観察J の 4 項日、産栂期では、「産褥指導• その他の

指導」」「沐浴指導」「子宮復古の観察」「母乳分泌促進」「乳

房の観察」「搾乳技術の指導・支援J「全身状態の観察J「出

牛直後の観察J の8 項日、祈生児期では、「沐浴」「おむ

つ交換J 「衣服の着脱J 「授乳中の観察J 「哺乳意欲に合

わせた授乳の援助」の 5項目の計21 坦目は、学生の半数

以上が見学による技術経験ができていた。

妊賑期で経験した技術、「f宮底長・腹囲の測定」「レ

オポルド触診法」の 2項l=I は、その実施および結果から

判断が加味されている技術であり、実習中に学生が経験

できていた。そして、学生は、学内で学んだことを活用

してアセスメントにつなげていた。このことから、学内

で実施した演習内容と一致していることがわかった。

しかしながら、見学および実施において「心理的・社

会的側面に関する支援J 「日常生活指導J の 2 項目は、

いずれも経験人数が少ない。このことから、妊娠期の心

坪的・社会的変化の学習や日常牛活に関するアセスメン

トや妊婦が受ける母子保健サービス、親になるためのア

セスメントに関する学習には到逹していないことが考え

られる。学内で妊娠期に起こりうるマイナートラブルや

H 常生活のアセスメントに関する学習と実習での技術経

験が関連するように学習支援する必要がある。

妊娠期にある対象とのかかわりにおいて観察技術や指

導技術が中心となりやすい。母子の健康状態をとらえる

ことが、出産に向けて心身ともに健康を維持しながら妊

娠継続できるかどうかを援助する必要性がある。そのこ

とを学生が実習の巾で体験したことが学習につなげられ

るよう指導することが求められる。また、演習で実施し

ている奸娠期にある対象と胎児の健康状態の理解につな

げるために臨地実習でしか学べない「分娩監視装岡によ

る健康状態の観察」休験の機会をできる限り多くもてる

ように実習指導者と調幣することが求められる。

分娩期の技術である［分娩第 1期進行状態の観察J「分

娩第 2期の援助J は、見学や実施合わせて経験人数が20

~30名であった。巾でも「産痛緩和」は、分娩進行中の



産婦と直接的に閃わる援助であり、指導者より助言を受

けながら共に実施する看護技術となる。「茄痛緩和J の

技術を経験することで、学内で学習している分娩期の看

護の実際について学べていた。しかし、「某本的欲求の

充足J への援助や「満足のいく分娩への支援」などの環

境調柩を含む援助項日は、見学や実施のいずれも経験人

数が少ない。分娩は生坪的な現象であるが、個人差や変

化が大きく、忙婦と胎児の健康状態に様々な影閻を及ぽ

す。そのため分娩経過中に学牛がとらえた援助について

学内演宵内容と希致できると分娩見学時の看護として意

味づけができると考える。

そして、「アプガースコア」「身休計測J など児の出生

直後の観察技術の見学経験者が多かった。実際に指導者

の助言をもとに実施した学生は、出生直後の新牛児の状

態の評価が適切で、その後 H 々の観察が適切に実施でき

ていた。今後、分娩に立会える機会が少ない現状の中、

学内演習で分娩期の看設の学習をどのようにして補うの

かが課題となる。

産褥期で経験した技術、「バイタルサイン測定」「全身

状態の観察」「子宮復古の観察」「乳房の観察」の 4 項日

は妊娠期と同様に観察が中心となる看護技術であり、観

察技術の実施経験人数が多かった。また、見学では、「廂

褥指導• その他の指導」「沐浴指導」など指導場面の見

学を通して、産廊期における日常に閃することや生活育

児技術に関わる援助を学んでいることがわかった。

産褥期では、分娩時間により長引いた場合や夜間の分

娩である時、更に疲労度が妍す。また、後陣痛や会陰裂

揚が生じることによる痛みによって身体回復の妨げにな

り、育児行動を含む活動や休邸にも影評することがあ

る。分娩後の離床が円滑に行えるかどうかを把握するに

は、「創傷の治癒経過」「廂悔期の小快症状の観察J も必

要であるが、技術経験としてこの 2 項H は経験人数が少

なかった。その背景として、実宵の中で学生は、帝I孔切

閲術後の褥婦を担当し看護の中での「創傷の治癒過程J
に触れることもあるが、会陰裂傷によっておこる「創偽

の治癒過程J と結びつきにくいのではないかと考えられ

る。「倉lj 傷の治癒過程J の理解は、学内で学習する産褥

期の身体的変化や褥婦の健康状態のアセスメントと関連

するため、技術経験を意味づける必要がある。また、「忠

露の観察」「母乳分泌促進J について実施経験人数が少

ない現状がある。恩性看護学では健康な対象者が中心で

あり、プライバシーに閃わる看護技術において配慮を要

するものが多い。そのため、学牛が相当する褥婦の全て

の援助や医療処置場間に関われないという背景が考えら

れる。 2)

新生児期で経験した技術、「生理的変化の観察」「感染

予防J 「おむつ交換J 「授乳中の観察」［衣服の沿脱」の

5 項 H は、学生の半数以上が実施できていた。これは、

多くの学生が母:f をIii 」時に受け持つことで、日々の観察

や関わりの機会が得られやすい。このことは、出牛直後

から退院時までの看護の学習とつながっていることがわ

かった。

以卜から、学生が学内演習で学習した内容は、実習で

概ね学べていることがわかった。入院期間が短期間であ

るため、何を習得させるかを対象の状態や状況に合わせ

て、技術経験と演習内容が致致できるよう学習支援する。

そのためには、学牛が実施した看設技術体験の振り返り

をもとに常に演習内容を想起させながら、学習がつなが

るように支援する必要がある。
2) 3) 

2. 看護技術経験の意味づけ

学生は、「卒業時における看護技術到述チェックリス

ト」はtl36 項 El) を使用し、技術経験の意味づけを行っ

ているが、助言を受けて技術経験したことが結果として

残されていないことが多かった。一部の学生は、実習中

に実施した観察や援助をとおして、技術習得するという

意識を持ちながら実習をしており、技術経験をもとに

日々の観察技術や産後の援助に結びついていた。

しかし、 部の学生は、指導者と共に実施した観察や

援助や見学した技術に対しての目党が乏しいため、技術

の見学及び実施経験としての結果が残らないことがわ

かった。そして、技術経験がその後の学習に活用されず、

意味づけに時間を要していることが見えてきた。

今後、オリエンテーションの際、母性実習で行う技術

についてチェックリストのどこに該当するか説明し、技

術経験から何が学べるかを明確にし、学習修得の支援が

必要であると考える。 ） 6 ） 
l

り） 4 

V 結論

1. 学内での講義・演習での学習内容は、妊・茫．褥婦

および新生児期における臨地実晋での看護技術経験と

ほぽ致していた。

2. 妊娠期のマイナートラブルや日常生活のアセスメン

トの学習と学内の奸娠期に必要な看護技術経験が致致

できるよう学習文援する必要性がある。

3. 分娩の立会いが少ない中で学内涼習として分娩期の

石護の学習をどのように補うのか検討が必要である。
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